
「
先
日
大
神
宮
一
み
焼
却
誌
に
行
気
持
に
か
主
ま
レ
在
焼
却
や
破
砕
、
附
主
主
等
、

F
4の
住

吉
ま
し
た
ら
、
ピ
ッ
ト
(
己
み
を
い
っ

ζ

の
鼠
見
は
、
市
の
施
ん
は
見
学
会
で
質
に
あ
わ
せ
た
分
別
収
集
を
す
る
必
史

た
ん
安
拾
し
て
お
く
と
こ
ろ
)
の
中
を
崎
川
出
場
宇
見
学
さ
品
川
た
主
婦
の
万
の
災
が
あ
る
わ
け
で
す
。

見
f
、
宇
ず
官
7

打
点
ど
一
じ
み
の
唱
の
多
い
践
と
し
て
市
せ
み
れ
た
も
の
言
、
Jο

上
川
は
刑
判
人
口
、
一
円
円
八
ト
ナ
の
処
肝
一

の
に
び
っ
く
り
し
ま
じ
た
ロ
そ
し
テ
作
一
般
家
川
町
か
ら
出
さ
れ
る
と
み
に
能
N
P
Uけ
つ
大
伸
一
に
み
問
却
円
の
ほ
か

史
民
の
万
が
、
燃
え
な
い
と
み
の
巾
に
は
、
台
州
か
ら
出
る
と
み
や
紙
く
ず
な
杭
人
工
賀
川
前
的
に
刊
十
八
三
み
同
掛
川
町

今
日
ま
れ
て
い
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
、
足
ど
の
一
般
じ
み
、
今
き
ピ
ン
や
官
公
cr
山
間
四
場
在
、
ま
れ

ti川
町
即
日
円
に
燃
え
な
い

に
ケ
ガ
を
し
た
こ
と
も
聞
き
ま
し
た
。
な
ど
の
燃
え
な
い
ご
み
、
モ
れ
に
大
型
破
砕
物
や
措
土
な
E
D処
力
を
一
ず
み
埋

な
ん
の
封
な
し
に
い
ろ
ん
な
ご
み
を
い
続
長
顕
や
筒
仏
製
品
な
ど
の
明
大
む
み
山
凡
で
地
伊
狩
保
し
て
い
ま
す
。
A
J
凡は

っ
し
ょ
く
た
に
出
し
て
い
ま
?
だ
が
、
が
あ
り
ま
す
。

ζ
れ
ら
悪
事
よ
く
、
と
れ
ら
各
室
か
ら
出
去
る
む
を

問
分
た
ち
が
立
め
ら
れ
て
い
る
よ
有
志
よ
れ
Y
一時
d
的
に
処
溜
子
る
た
め
に
は
、
つ
い
て
母
え
て
み
た
い
と
患
い
ま
す
。



九
月
九
日
か
ら
開
会
書
れ
て
い
た
九
月
中
止
例
市
議
A
段
、
一
一
イ
九
山
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
会
議
院
間
終
日
の
二
十
為
百
に
、
助
役
の

回
全
日
記
闘
を
開
唱
え
閉
会
事
れ
た
。
今
議
会
は
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
一
選
任
な
ど
人
事
案
件
聖
母
ひ
通
加
議
案
五
議
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、

お
よ
び
出
品
轡
援
護
資
金
百
骨
付
け
に
関
す
る
条
例
白
一
部
改
正
や
病
・
す
べ
て
厳
軍
ど
お
り
承
認
苦
れ
た
。
な
お
、
昭
和
四
十
九
年
度
伊
勢

院
事
業
の
設
憶
に
関
す
る
茶
例
の
一
部
改
正
、
一
般
合
計
検
定
予
算
原
市
平
域
市
教
育
続

γ

合
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
認
定
者
れ
た
が
、

な
ど
、
十
七
議
案
が
譲
葉
百
五
て
い
た
が
、
審
議
の
栴
開
討
山
東
ど
語
"
病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
継
続
霧
識
と
な
っ
た
。

昭

事

や

6
に

村

る

は

は

時

者

年

員

川

す

任

。

民

、

記

幻

委

、

稿

就

生

綾

楽

部

和

門

て

寄

。

日

市

卒

冶

昭

専

し

へ

た

お

射

を

鉄

、

省

任

ど

い

月

行

部

間

れ

設

返

な

て

9

た

学

年

さ

建

月

紙

れ

年

れ

法

印

躍

月

8
界

ら

2

さ

学

。

活

7
印

業

け

相

巨

大

職

て

年

H
U

き

続

昭

就

央

放

し

同

和

聞

を

く

中

に

と

、

昭

在

勤

日

し

年

社

員

社

。

所

治

1

新

幻

億

探

退

任

務

軍

月

和
通
特
月
就
事
文
刊
山

門
田
固
定
費
産
罫
摘
審
査
車
員
企
諸
島
の

工
事
諮
問
契
約
の
締
結
が
議
決
さ
れ
、
い
よ

い
よ
工
事
が
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ζ
れ

は
、
い
ず
れ
も
六
月
補
正
で
居
時
阻
害
れ
て
い
る

も
の
。

マ
土
奔
口
構
改
修
工
事
一
一
一
千
古
七
千
万
円

諸
問
先
フ
ジ
タ
丁
禁
椋
式
会
社
構
間
交
活
福
間

…
芙東

刷
常
的
の
渋
白
川
に
か
か
る
括
。
す
で
に
議

礎
部
分
は
岨
年
度
で
完
成
し
て
お
わ
J

、
今
回
は

栂
上
部
分
。
写
真
上

マ
万
悶
排
水
間
改
作
上
事
そ
む
一
九
千
四
百

八
十
万
円
詰
白
h
手
塚
理
主
民
間
企
業
体
代

表
松
上
京
京
株
式
会
社
松

Ir払附治

ヤ
万
四
排
水
路
改
件
主
事
そ
の
二
九
千
問
白

方
向
請
負
先
株
式
会
社
中
村
組
高
木
千
年

くださ
教脊研究所相談A:雷(31)13羽

教育相談・教育研究所職員ー月曜日~金曜8・由時-15時

警少年総談窓/蕎少年課内宮(22)1700 
青少年相談・晋少年相談員・平目、 9時 -16時・常設

c望Eイ寸時閣の書いてあるもの以外は拐殺開始時間から受付

襲警氏招談窓/;裕南地区行政センター智(22)2711 
教育相談・依d霊月・ガく・金く 9時 -17時〉土02時半まで〉

交通事故相談 .a王週水曜5 ・10噂 -16時く自時半から受付〉

宅地建物梧談・毎月第1金・10時'-16時(8時半から受付制限有〉

主主鵠拐談・毎月第2、 第3、第4金曜日・ 13時-16持
( 8時半から受付人数百五i担有〉

内臓穏談・毎週火曜P、京環日・ 2時-16時
高齢者職業相談・毎週火曜日・ lC時 -16時
交通事故相談・毎滋月 10時 -16時・場所交通安全協会内

市民怒談室/市役所管(22)1700 
一般法律相談弁護士 .j草月 3火曜日・ 13時-16持亡人数出民下j)

人権生直相談，人権擁護主主只院悠月第 I，U童日明 131時-16時
行政苦情相談・行政相談員・毎月第 J~l…摺臼・ 1耳惨-16時

登記相談・司法害1 ・毎月第 2企曜日・ 13時 -16時
宅地建物椙談・弁護士・滋月第1金厄日・ 13時-16時 E人数削限釘〉

発足耳考案ど特許J相・弁理士ー毎月第 2:iAi自の月曜日・ 1関守-15時
下請取引巡回あっせん・県工業主主興会職員・毎月第 3 木p.tl 臼 13~1i-16時
消費生前相談・油資生活コンすノレ点ンド・鉱i1Aオく礎自・ 10詩 -15時

福祉会銀内相談察官(33)2333 
心配とまと穏談・在h@月曜日〈第5を除く)13時 ----15時
母子相談・母子相談員・平日、 2時 ---15持30分ー常設

家庭用章相談・家庭児童相談員・平田、 9時 -16時，常設

高齢者職業相談罰職業安定新相談員 e平日日時30分 -16正時・常設



。主主らしの教議議!iJ'tサービスを考える1(;申込み・話州立

がきでセンターまで・毎週却理包午後 1時 3C分 -3時五分までく〉期

日と内容a・11月 4日サーピスとは向か 説教大助教授松原洋三・ 11

!J11日出動販売機の功罪 流通システム関莞日吉ン丘一都沢孝・ 11A
18B医可奈保険サーピス問題点 百五五解説3委員原出問・ 11月25臼
旅行さF… ピ ス 問 題 点 静 子 評 論家生内玲子

持奈川県平塚消費さ主活センター

どなたもお気軽に…どなたもお気埜

まつりプログラム

内には宇部't¥補助会7う交付

されます

e刑問組合白設立には設立補助金iJ'

交丙されます

・組合lこ加入育成金が交付されます

旅 ι手しくは混務部以制課まで

平塚市ー千台納税級会連合会
る

も

e予言色申告はこんなに有利
(段以正較〉

・青色申告の人 J 11， 91印ザ

・白色申告由人 247，43併弓
〈所得金額250万円で、家笑帯〈えてお1人

扶芸護軍占突2人の場合の出博税 a 註 uと脱・

事業院の合計税額です。〉

co:害警色申告ができる人
・事業所博仁主主主詫、農業、そ0{自の事

業〉

・不要易産所得丈批It、涼主主収入〉

• UJ林所得

co:蕎忽申告の籾談lま
-平掛税話器 汚色申告指導f自主主

〈電22・140C 内綿42)



一
し
、
日
何
物
の
松
本
も
一
一
千
点
ほ
ど
あ
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
蹴

F
6行
事
の
趣
旨
を
而
京
し
に
一

T
J
N担
待
の
岬
納
が
な
い
へ
一

一
る
。
と
れ
ら
は
、
プ
レ
ハ
ブ
な
ど
に
伎
一
各
企
業
は
日
む
ろ
か
ら
一
公
許
防
け
に
一
積
回
取
台
総
ん
で
い
た
だ
き
た
一
そ
し
て
、
現
に
尚
討
し
、
ま
た
は
同
居
一

τま
い
さ
一
ザ
て
い
る
が
、
近
く
く
ん
じ
一
努
力
苦
れ
て
い
る
と
脱
う
が
、
さ
ら
に
一
い
。
一
[
ピ
ふ
ろ
と
す
る
親
肢
が
あ
る
こ
と
。
さ
一

一

小

う

(

殺

虫

処

理

〉

し

て

、

系

統

郊

に

一

一

ら

に

、

次

の

入

居

基

盤

的

に

あ

る

ζ

一

一
収
託
す
る
。
ま
た
、

ζ
れ

ら

の

資

料

白

一

一

と

c

一

言

語

た

ら

ね

ば

な

ら

な

い

。

資

料

一

女

童

館

一

般

世

帯

で

扶

誉

棄

一

一

の

搭

理

は

、

準

備

投

隙

の

大

き

な

円

事

一

一

人

に

つ

き

一

一

月

六

千

円

の

扶

聾

控

除

一

…
の
ひ
と
つ
だ
か
ら
だ

a

一

投

合

計

鮎

聞

が

二

一

一

万

六

平

内

を

一

昨

幻

八

月

以

来

工

事

を

進

め

て

い

や

に

博

物

事

予

選

、

九

万

一

一

一

十

月

元

成

し

た

。

ら

博

物

低

完

住

吉

、

文

化

セ

ン

タ

ー

襲

と

一

来

年

五

月

に

市

誌

の

み

な

さ

ん

の

前

一

主

主

百

五

住

者

襲

一

一
に
お
め
み
え
す
る
樽
物
館
も
品
問
中
ハ
カ

し
て
の
三
つ
の
蕊
粉
、
県
立
青
少
年
会
館
、
市
凶
謡
館
、
市
博
物
館
が
辛
蔀
で
き
あ
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
博
物
館
は
、
こ
れ
か
主
館
内
の
環
堵
条
一

一
口
付
。
准
慌
も
い
よ
い
よ
忙
し
く
な
り
、

喜
聖
る
た
め
、
強
制
換
気
を
し
て
乾
燥
さ
せ
る
が
、
と
れ
に
合
わ
せ
て
、
毘
扇
町
Y界
や
ブ
ラ
ム
小
宮

Z言
語
在
行
う
室
、
博
一
み
な
さ
ん
に
寓
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

拘
飴
と
し
て
の
条
件
を
路
支
る
た
め
の
了
事
を
腕
け

τ行
つ
で
い
く
。
符
聞
は
昭
和
五
十
一
年
五
月
泊
予
足
。
で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
最
婦
が
進
一
博
物
語
に
し
よ
う
と
、
職
員
も
毎
日
夜

め

ら

れ

て

い

〈

の

か

、

ま

た

、

ど

ん

な

博

物

館

が

写

乙

あ

が

る

白

か

紹

介

し

よ

三

一

遜

く

ま

で

が

ん

ば

っ

て

い

る

の

で

、

も

博
物
館
は
、
鉄
骨
銑
勧
泊
り
で
盤
工
配
慮
さ
れ
て
お
幻
、
き
ち
に
収
前
開
示
、
一
を
依
々
な
角
度
か
ら
み
な
芦
一
ん
と
…
純
一
お
り
、
問
庄
一
の
世
界
へ
の
F
一
一
生
内
に
は
、
一
う
し
ば
ら
く
お
持
ち
い
た
な
垂
た
い
。

一
階
、
地
上
一
一
一
階
、
床
面
積
三
千
九
台
一
く
ん
じ
よ
う
笠
、
プ
ラ
告
官
ロ
ム
、
一
に
ぎ
え
て
hζ
っ
と
す
る
も
の
。
一
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
イ
j
が
よ
い
か
一
現
在
、
野
開
館
白
中
に
あ
る
博
物
館

一
一
十
七
平
方
げ
の
建
物
。
一
般
祭
特
製
市
長
吉
語
な
ど
が
ぬ
げ
ら
一
房
一
イ
の
住
吉
、
台
裏
重
宝
と
、
現
在
言
者
し
ぼ
っ
て
い
る
。
一
重
蓄
電
工
芸
ら
新
し
主

主
総
し
て
狂
わ
っ
て
い
る
よ
訂
以
、
告
。
一
な
も
白
を
ケ
ー
ス
に
収
め
て
…
嵐
広
ず
る
去
、
み
な
さ
ん
の
誌
を
、
博
一
で
き
毒
物
館
に
移
る
の
で
、
電
話
吉

博
物
館
の
き

715「
草
川
一
と
い
う
い
き
方
選
寺
、
易
地
域
一
物
館
護
害
事
く
む
震
が
集
ま
一
苦
言
な
ど
お
違
い
の
な
い
よ
う

流
域
の
自
然
と
文
化
」
で
、
平
塚
宇
品
一
で
、
先
人
が
い
か
に
閉
然
主
協
品
制
し
て
一
っ
て
い
る
。
組
担
川
甘
点
は
わ
れ
た
派
具
一
に
。

心
と
す
る
地
域
白
過
去
、
混
在
、
十
支
一
生
き
で
き
た
か
哲
学
び
、
さ
ら
に
未
来
一
類
は
、
民
搭
文
化
厨
の
指
申
告
ら
う
一
一
門
〉
所
白
地
浅
間
的
ロ
番
引
尋
括
返

に
つ
い
て
考
え
る
宰
磁
的
な
資
料
や
、
一
山
が
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
掃
集
ま
っ
て
い
る

F

ハ
お
〉
五
二
}

{
行
楽
の
ジ
ー
ヌ
y
e
家
族
そ
芯
っ
て
-

楽
し
い
日
ド
ラ
イ
ブ
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
と
一

吉
田
欄
舎
を
官
、
家
も
尊
…
あ
っ
た
こ
と
足
る
。

が

ち

に

な

る

。

一

被

害

そ
ζ
で
、
あ
き
出
荷
や
w
ロ
ポ
ク
に
校
一
と
、
ド
門

恕
し
て
い
た
だ
〈
た
め
、
十
月
四
日
か
一
五
軒
で
、

ら
十
九
日
ま
で
「
秋
の
防
犯
遼
動
」
が

行
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
は
十
月
中
由
一
か
淘
闘
に
、
県

乍
で
一
午
一
」
十
に
件
も
の
申
一
一
県
被
害
が

く〉司f県民税0消防手数料く〉沼定資産税<>t富民健康保険税

<>1住宅使F!l)持。軽自動車税く〉公共下水道使F話料。箇浅年金



大
き
な
蹄
に
な
る
と
腕
組
り
が
て
沼
〆
i
ト
ん
樟
重
が
一
一
一
軍
一
O
ヰ
口
以
上
に
も
な
る

今
月
四
一
一
日
と
一
一
一
口
、
慌
時
点
岬
に
続
出
世
す
る
弐
ぎ
な
み
背
少
年
一
出
場

で
平
塚
市
の
共
送
金
が
閣
か
れ
た
e

と
の
民
進
会
は
午
や
阪
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
食
件
協
が
ぬ
し
て
く

れ
み
一
京
市
の
品
時
改
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ぞ
お
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十
ょ
の
に
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町
年
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J
わ
れ
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い
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も
白
で
、

今
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え
で
一
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回
目
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れ
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訟
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と
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し
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け
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式
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一
具
合
が
向
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れ
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た
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現
在
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収
十
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送
手
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千
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そ
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で
、
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に
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フ
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ス
掲
の
示
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開
肢
を
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品
し
た
加
藤
持
夜
さ
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刊
日
讃
・
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内
問
崎
五
、

5
0一
一
番
地
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惑
を
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メ
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明
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迫
い
か
け
て
み
た
し
加
藤
さ
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は
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父
の
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火
さ

ん
か
ら
引
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だ
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長
孫
自
に
喰
役
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燃
や
す
好
汗
記
で
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さ
ん

の
や
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子
さ
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(
お
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し
て
一
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つ
に
な
っ
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ば
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り
の
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明
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弘
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と
も
に
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族
ぐ
る
み
で
華
版
に
取
り
組
ん
で
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あ
防
る
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ロ
ζ
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加
藤
べ
え
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出
品
し
た
二
一
回
の
肢
は
舷
し
い
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の
語
、
見
事
世

間
一
諮
第
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と
情
一
一
市
に
選
ば
れ
た
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か
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現
行
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も
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レ
し
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M
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取
れ
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ま
す
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と
、
計
五
寸
の
後
桝
告
ら
し
い
抱
五
を
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っ
て
く
れ
た
。

耳
は
れ
る
た
め
、

は
っ
て
、
差
ω

に
な
る
。

市
内
に
は
、
高
層
住
ぞ
が
約
一
円
一
ニ
十

捕
、
五
年
七
百
官
帯
が
住
ん
で
お
ら
れ

る
が
、
地
域
的
に
多
い
と
乙
デ
つ
に
な
る

と
、
ひ
と
つ
の
一
配
宕
応
戦
九
内
位
帯
の

う
ち
こ
…
丘
一
仰
の
一
崎
層
作
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が
あ
る
此
援
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出
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い
る
マ

ど
フ
か
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動
向
れ
か
み
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t
c
ん
の
お
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ま
て
時
〈
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制
点
空
潔
併
し
て
い
た
だ
き

高
層
住
r之
、
ア
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ト
、
在
(
主
ザ
に
お

住
ま
い
白
万
は
、
手
紙
を
削
す
hr
圭-に

棟
寄
L

市
、
住
宅
番
号
を
判
断
し
な
い
よ

主麹・平塚め鼠景と潟市平の嵐景で綬光美

に摺れている写生作品(未発表〉

写会主会・ 10耳z，a(認} 午前lOs，]30分~午龍

2時(雨天の場合llJl2日}

会 会事・潟市平頂上広場

作品・小学生抵学年の部(!-3年生L間出

学年の部(4-6年生L中学生の部電

一殺の部(高校生以上〉も幼児の部

縛め窃ザ '11月loa 子塚市鏡光協会事務局

(iIi設所商工課内浅間町9由 1) 

または市内枇丈具高説合加車高~

主摺@乎塚市観光協会

お出かげを

138寺3D分 -IE時
有明公園児霊童館

松原公民館

く資格 ヴ吠おこよる知期アミザLふl止

のf号!祉ので年内J刊を、叫E年 3FJ以

降卒二名、または年3月 ま

で に す る み の 高

/申込み l歪輸出J主語きと受験訟を記人し

F子254 市法務

部 殿課 ヘレ申込観主職員課にある。

<>受付邦弘司 10Jll5[1からぬ月31まで

自稜

習時3C分---12時
事 10月16日須賀止民館

.10月238 祭器公民館
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ら
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ボ
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、
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、
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、
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。
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叩
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梓
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。
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さ
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を
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催
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れ
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初
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勢
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方
は
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た
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時
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少
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加
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ロ
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・
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マ
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い
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。
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っ
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。
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ま
ん
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31号

3
曙
ホ
i
ん

ウヱー)~ズ気震の少会〈イギYス〉

あなたの名前は「デ1)スんいま何設ですか rlO
援です」、 1謡ほしいものは「自分の馬ですJ と

諜しそうに詔るイギ立スの女の子。 世界の国白

子供たちが紹介されている。

協
同
教
田
町



CD母子手帳(転入した人は!日住所で

使っていた母子手帳〉

@間言主禁〈この票は必ず家で記入し

て館協を測定してきてください〉

く〉予防接種を受けられない人
庄予防接種を受けて-;昼間たってい

ない人。②はしか、 BCG、種痘、

I]，_!，tマヒ生ワクは、モれぞれ 1か月

E間隔をおかないと受けられません

@そのふ有熱在者、けいれん性曲

賞、心臓血管系、腎乃読または回臓に

E乙警があ白医師にとめられている入

〈三積5E合予防法盤〉

豊富対象。{第 1期]-3回受ける。

2議 (24か月〉から4歳 (48か

月〉までの幼児。 仁長穐問爾は2
回 3@]とも問から8週間コ

E第 2期J-l臣、支げる。

第 1期の 3日]臼が持ってから 1年

以上の期間をさすぎた 2探(24か月〉

から4 安 (48か月〉までの幼潟

量生367うヰJまでに 1期が完了しないと

2嗣のiど}1J[吋安婦が、 48か月までに

浸けられなくな白ますので、む了

承〈ださい。

E第 3期 ]-1[<:す受ける。

昭和olp，:4月小学校入学予定沼

(5C勾10)]カ，1'::'弓F!:3月までに受

付てく竺さ、、。それ以外の劉笥に

は受げられません¥

部 3 削:まジブテ~)プ 絞夜風混 合

接揮です。

軍寵時局.13時3C守、E時まで。

し民今の会おは1.1時、 l~時g
豊富巡回白滋

星麻由美
ほしま由み

古住所紅谷町14-26 東京の海

外新聞普及持式会社へお勤めの星

正充さん(34主主3と英知子さん (27

歳〉の長女。混在10か月で身長75
す、肱重10.1"""，由

麻由主建ちゃん、はいはいができ

るようになったとたん、玄昌喜から

落ちて鼻のE頁をすIコむいたそう

で、まだ慢が残っている。と℃も

いたずらが盛んなので、お母さん

自が離せないそうだ。蕊:'t8は49
年12月 9日。

く〉異月別1月2霞 (臼〕

。期掲

f.rj7~!-f'Jと

<>薬会午前S時Jt照合体育館

または告自寺30分八雲神社

78-98 
O場所

す又挟沢口出

。費用

11， 000円

く〉申込み 見併合体育館内持湾諜で10月20臼から受付

る。貨切Dパスの都合で定員は48人まで。 く先{j)官〉

詳しいことは体育課〈竜31・3060)へ。

布教育委員会@平塚山岳協会

311 

oコース見附台体育館一八雲

神社中古沢一氏取山ミ

仁揖行約14キロ、 8出 向J

やその他弁当、水筒を持主主ず

る。 T.J::s、 ノj、ヴメソ 句 、日可

齢者はC逮 l容を。

をすませる〉

健康上の溜由で受けられなかった

人は、 3歳未満な色受げられます

仁2泊目は1回の投守臼から 6週

儲以上の開隠で受けるコ

盛時間・ 13時3C分 ---1::時まで。ただ

し民間の会場は14日時~E時@

露軍i思回日程

10月20臼平塚保険ラ7
.{' 218 組公民館

〉夜中央農協ゴ沢支所

l' 22臼 二外野公民官官民間京公民

貧富国金田公民館

ク 23日須賀公民館横内応地蝦

会場京協HTl公E羽宮
ク 28B 花水公民館

同友丸喝公民館

~ 29日 神田公民館 J/ l[!京.!~E己責宮

タ 30白 金尽公i記館

〉副長"崎公民館

1- 31日 J\*~土よーと倉

覇支す最省筋1歳までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当日は

母子手岐を忘れずに持ってきてく

ださい。

盤時間・午前 9時 30分-10時30分

10sl16日 間崎公民会宮

タ 17日 rT.役所B会議室註

.{;- 238 吉沢公民駕

11月 5日 金田公aレ暗

~ 13日 二七麗公民察官

，.p- 14日市役所B会議室

予妨援護の湾合せ
予防接種についてむ問合せはなる

べ〈午肴守中にお願いいたします@

年程市役所環境部保俊樹生課

TEL (司2)1700内線231・233

季i
保健栴生課では、乳ガンの険診を

行っています。早期発見のためにZ
うぞお受けください。畳イ寸民間v止13

時 30'分から。先着5C名。

10月16日 7目立と邑とあ3
11月 6日 平塚保怪童

'*' 13日誠島公民館

12月 4日金口公民館

く〉場所 市民センター

く〉日 298 (土〉

-符滋今後2時 ~

・指書留 子三石純一

・演費読売臼本交響巡回

舞踊呂 墜歌劇 fこうもりJ 也

交響曲第94番「書作

交響曲第5番車両IiJ

※入場話望の二 Jは、往復はがきに住所、 E玉名、年齢、

職業苦明記して、 11月10日までに平抵市民ヒン点一事

務局〈干 254平家新沼 93 0番〉へe

主 曜 市 民 セ ン タ 一 線 語 新 関 社



在日野iiを112;;151空??事
ドHi雪害詰 y。民主そ皇室2告書312私
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i吾川三(止平底的例代理 問問こ の了1稲川知

一一一一一一一一一一一一一一言する鳴といコてよいでしょう。皆 i ることがでほす a コサギは、京

}さんも、点目3やでその主主を見か 中む'J，動物を訴ぐえさコにしてい

三られたことがあると思います。縮 。 ますが、魚が太好物です。 低くか
E 

ミい水)J1diJl:0も不訟に飛び立つこと a まえた盗勢から、〈ちlば主しをさつ

iがあ D Iおや、己んな所にもj と : とつき出してJ水4次てE麗冨下の魚を捕らえ

?驚かされます。!沼日抱甫火薬陪内に ; る白問bは立、まさにF喧珪〉光E石{化巳の早芸業是で

=は、 シ三5ラさサナギ7カ7吃む討r君で主増耗をつ〈る ; す。 ア←ユ1カが:の;ぽ主る 5. 6 P月3には、
戸 4

y:i-iじがあったと伝えられていま i 必死こ上流へl口Jかおうとするアユ

iす。現在でも、シラサギがねぐら 昔、持ちかまえたコサギが、次々

三にしている￥へは、市内に刊か所か : に捕らえるのが見られます。飛ぷ

fあるようでずの j 時の筆勢、羽づくろい白様子など

言 シラゴヲギの'f'I訟をゆっく D観稿 、 にも性三百まして観黙しましょう。

fするには、町民!:!(0);阪に出制:1 堰よ D上況や下流白打線でも、

言てみましょう ν特よ寧111τυ附匿くせ コサギ白盗はよく児られます。キ

Tき〉の付ばには、事い時には叩羽 : ィキィ と、餅いモズむ高鳴き

Eから的おりジラ 1]"，，'，:;が群れ遊んで ; を翻きながら、原の杭をたずね

?います。 ヤ良-(4三樫木万面行 i てみてください。

三パスで閉村十字路ド車コ ; シラサギのように、水中白動物

t シヲサ主と呼ばれている鳥には j を食べる樹立、授惑や汚水の排水

モ体の大きさ、くちばしゃモちの : による川の汚i;;Wコ影認を最も受け

ぞちがいによっピ、夕、イサギ、チュ 2 やすい烏です 3 情 i自主会問各地で

ロヨナF 、コサギなどむ種売買があ!l i 飛べないシラサギが見られた白、

1ますが、ここで見られる町立、ほ j サギ出が祇んだ日しています。平

iとんどがコサギという暢類です。 謹白自然が、いつまでもシラM

J黒い起の指だけが法包いので、 T の住める同然であるよう頴わずに

三ぐ見分日られます。 はいられません。

できれば双眼制全便ってコサギ! ーお尋ねは博物朗建l没準儲室へー

私たちの[ヨoには

瞥廷がつかないノハ

さな[ヨ然か、まだま

だあります。一度た

ずねてみませんか。
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す
。
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れ
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す
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か
。
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貼
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わ
り
の

ζε
を
包
分
五
位
な
要
求
が
町
商
品
さ
れ
る
と

分
本
位
に
解
釈
し
て
し
宇
つ
こ
と
と
な
そ
、
か
な
え
ら
れ
や
す
い
家

が
強
い
も
の
な
す
。
こ
の
よ
つ
な
涯
に
持
っ
た
た
め
と
い
え
る
で
し

自
分
の
t
F
J
λ

ど
お
り
に
ま
わ
り
の
よ
う
。
つ
ま
り
お
が
ま
ま
か
許
さ

世
界
そ
ふ
て
し
孝
三
子
供
の
特
員
れ
た
た
め
で
す

3

そ
れ
は
過
院
議

玄
i

向
己
中
心
性
」
と
い
い
ま
す
。
な
育
て
方
自
結
果
だ
と
言
え
ま

と
こ
ろ
が
、
そ
の
℃
二
二
三
手
す
。
自
分
本
位
の
要
求

「
門
信
心
粍
」
の
た
元
/
一
可
併
を
あ
ま
り
過
し
よ
ぎ
る

め
に
、
ど
フ
し
て
も
子
事
う
込
と
、
そ
の
う
一
J

の
葉
倒

産

ま

わ

D
白

人

の

コ

主

冨

は

青

た

な

い

白

手

。

;
 

4
Y
7

与
え
や
気
持
ち
を
一
慨
誠
一
仁
一
ア
ム
制
約
「
少
し
我
慣
さ
せ
、
局

し
て
、
自
品
川
言
、
白
務
云
パ

μ
分
の
要
求
の
内
容
や
そ

分
勝
手
な
回
一
段
到
に
正
hu

一

3
J司
二
ゴ
ザ
れ
が
倒
へ
及
ぼ
す
も
の

が
ち
に
な
り
J

ま

す

。

を

P
J
Jえ
さ
せ
る
」
と
い
う
し
つ
け

そ
し
で
、
乙
の
白
J
}
五
位
の
考
が
不
足
し
て
い
た
や
/
お
で
す
。
に

え
万
が
強
〈
安
心
と
、
友
達
や
叫
ん
の
「
我
憎
ず
る
力
」
は
認
仔
を

弗
と
選
ん
で
い
て
も
、
い
つ
も
、
相
手
に
し
て
生
活
し
て
い
た
の
で

日
台
中
心
に
物
事
交
処
売
し
て
い
は
、
あ
ま
D
身
に
つ
き
一
ま
せ
ん
。

〈
こ
と
に
な
呉
基
や
友
達
の
友
達
と
曇
ば
せ
る
、
書
む
ー
足

立
場
や
4
4
J

え
を
怨
掃
す
る
こ
と
に
入
れ
る
、
そ
の
中
で
友
達
シ
添
ワ

な
っ

τしょ
っ
ず
に
遊
べ
な
く
な
か
り
合
っ

τ白い
た
り
泣
か
ベ
与
れ

っ
て
し
ま
v
つ
白
で
ナ
。
乙
の
去
っ
た
り
し
な
が
ら
、
明
長
し
て
い
く

な
自
己
中
心
的
な
行
命
は
、
そ
れ
白
甘
ん
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ぞ
れ
の
子
供
に
よ
っ
て
通
い
が
あ
ま
た
、
親
は
ま
わ
り
の
人
と
の

り
ま
す
。
問
、
広
識
で
も
ま
わ
り
接
し
方
、
つ
主
合
い
方
の
あ
り
よ

白
人
の
こ
と
そ
号
え
て
行
動
を
と
う
炉
、
子
供
に
引
し
丈
七
〈

ι要

る
子
院
が
い
る
と
思
え
は
、
か
な
も
あ
る
の
で
す
。

り
の
在
齢
ま
で
、
ま
わ
D
の
人
の

指標川原フよシラサギを

心部呂田窪 10月16日 C木〉巴rh貫主主慣行口時 -1怒り
・三興製r問(12時-.._，15H，y) /26日正臼〉港地区自

治 会 仁 午 前 魚 市 場 e午後港小学校コ /31臼仁金〉

パ イロット万年筆/11月 7日ぐ金〉臼本軍売公社平摂

原料工場/913C臼〉中原地μ 自治会(午 中原小

学校・午捷 車中J京会民館:ヒ悶IJ/12口ぐ水ラ日本子草

花公社平話製造話験j詰

一一一守一一一一~<>一一一

。心ζ:'1協力部りがとうござい霊長したく〉三〉

高周波熱筑28本、日本クヨロYコルク56本、神奈中

平抵営業所37本、三斐指104本、平主主三ライ才ンズク

ラブ9400:

2 

く〉とき 11月5臼は0
・開溝第 1沼呂 2時 第2回目 13時

oとζろ市民センター
⑤スi語字合:望者。立、 「往復はがきj で住所、氏名、

年齢、職業在民記りうえ、市民セジ丘一事務局

〈干254 平按市平援新宿930喜掛主〉にお申込み

ください。なお、午前、午後の希望も書<0 (た

だし、先話1500名で楠切る。市内在注者を懐先

ずる。コ

ロ締切む 10汚258C二t:)室長官

主催市民セン次一事務局
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